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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 期末発注南病棟は、車椅子・ハンディカラオケ・褥創マット検討中です。

· 口腔ケア時義歯は外してから行って下さい。食べかすが残ります。

· 山下　さき様～現在編み物をされていますが、そのセットはDスタッフオフィス引き出しに入っています。スタッフの前でやって頂くようにしましょう。

· 長根　矢一様～労災病院受診の件について、家族に連絡しています。２月中にご家族様と一緒に受診する予定となっています。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

中村　松五郎様～夜間、尿失禁の為トイレ誘導しても間に合わず衣類まで汚染される事が多くなってきています。オムツの使用を工夫しコンフォート・テーナからコンフォート・イワツキに替えて１週間使用していくこととしています。比較し様子見て再検討して行きましょう。

宮　チヤ様～夜間、体位交換時、尿失禁の横漏れ多く見られています。現在トレパン・テーナ使用しています。プラスで観様子見て比較し、再検討して行きましょう。

＜勉強会＞

行動制限について、例を上げ行っています。

①Aさんは兄に対する被害妄想が激しく、兄と対面すると興奮状態となり、自傷他害の可能

性が高いです。兄との面会に関し、制限をかける事は可能ですか？

　　　　　　⇒○　　患者様の症状の悪化が考えられる場合、治療の一環として制限をかける事が出来ます。

②Bさんは母が入院している病院へ早朝・深夜問わずに電話をかけ、執拗に母を電話に出す

よう要求し、同院より当院へ苦情が来ました。家族からも、母の入院している病院へは電

話をかけないようにして欲しいとの要望がありました。電話制限をかける事は可能です

か？

　　　　　　⇒○　　電話することにより本人に悪影響を及ぼしたり、治療の妨げになると感じられた場合は制限することが出来ます。

③Cさんは躁状態になると、妻に対して金銭要求の手紙を書きます。妻はその手紙がストレ

スに感じ、手紙を郵送させないで欲しいと訴えています。手紙の制限をかけることは可能

ですか？

　　　　　　⇒×　　患者様にとって外部とのやり取りの中で郵送が最終手段であり、この経路を遮断してはいけない。

④Dさんは妹からの手紙を読むと、自分が見捨てられるのではないかという強い不安に駆

られ不穏状態になります。妹は遠方に住んでおり、難聴の為、手紙以外の通信手段があり

ません。家族と相談し妹には主治医宛に手紙を送ってもらい主治医が本人の病状を判断し

て、手紙の内容を本人へ伝えるとういう方法をとることにしました。この手段を行うこと

は可能ですか？

　　　　　　⇒○　　主治医宛に手紙を郵送し患者様の病状を判断して主治医が手紙の内容を本人へ伝えることは認められています。

⑤東病棟では、患者の病状が悪化すると電話要求が頻回になる為、公衆電話の撤去を考え

ています。電話を撤去する事は可能ですか？

　　　　　　⇒×　　外部との通信手段を遮断する事は出来ない。

⑥Eさんは家族へ威嚇的な電話をする為、現在電話を掛けることに対し制限がかかっていま

す。Eさんより退院請求の電話を掛けたいとの希望がありました。電話をかける事は可能で

すか？

　　　　　　⇒×　　電話制限がかけられていても人権団体・センターへの問い合わせまで制限を掛けることは出来ません。

⑦Fさんは他者への攻撃性が高い状態にあることから現在面会の制限をかけています。保護

者が依頼した弁護士がFさんとの面会を希望してきました。弁護士との面会は可能ですか？

　　⇒○　　面会制限があっても弁護士・人権団体の職員へは制限を掛ける事は出来ない。

⑧Gさんは深夜妄想が活発となり、一時的に不穏状態となりました。希死的発言を繰り返

し、自殺の可能性が高です。深夜帯であり、職員の人数が少なく、十分に目が行き届かな

い為、当直医は朝までの隔離室使用を決めました。当直医指定医を持っていません。隔離

室の使用は可能ですか？

　　　　　　⇒○　　ただし、１２時間以内。１２時間を越えるのであれば指定医でなく

てはならない。

⑨Hさんは肺炎により、点滴必要な状態ですが、安静が保てず、点滴を外してしまいます。点滴を行わなければ、生命にかかわる状態である為、看護師は布を使用しHさんの腕を固定しました。この行為は可能ですか？

　　　　　　⇒×　　精神保健福祉法では指定の指示が必要になります。一般病院では看護師の判断で拘束しても構いません。

⑩Iさんは仕事を解雇となっていますが、まだ自分が解雇となった事が納得できず、元職場

の社長宛に威嚇的な電話をかけることにより、元会社の電話を制限しています。本人から

元会社の同僚へ電話を掛けたいととの希望がありました。電話をかける事は可能ですか？

　　　　　　⇒○　　元会社に制限がかかっていますが、他の制限は無い為、同僚へはかけることが出来ます。

⑪Jさんは入院時、家族への妄想が激しく、頻回に家族へ妄想に基づいた内容の電話をかけ

ることから、電話制限がかかっていました。入院後１ヶ月がたち、病状も安定し、電話の要求も全く無く、家族への妄想も鎮静化しています。この行動制限は妥当ですか？

　　　　　　⇒×　　必要ないと判断された場合は直ちに解除しなければなりません。







































































































